1、 実験の目的

本実験の目的は温度とふく射強度の測定の原理を学ぶことである。

2、 実験装置

気体温度計

液体膨張温度計(水銀計,アルコール計)

熱電対(クロメル－アルメル)

ふく射温度計(2種)

熱電対モーター

３、実験データと整理結果

液体膨張温度計で測定した手の温度　３７℃

ふく射温度計で測定した手の温度　３６．５℃

熱電対を用いて測定した起電力と起電力から計算した温度を表1に記す。

[image: image1.wmf])

,

(

)

(

)

(

)

(

h

c

AB

T

T

B

A

T

T

Cu

Cu

T

T

B

A

T

T

T

T

T

T

T

T

Cu

B

A

Cu

T

T

dT

dT

dT

dT

dT

dT

dT

h

c

c

room

h

c

c

room

h

c

c

h

room

c

Q

=

-

=

-

+

-

=

+

+

+

=

Q

ò

ò

ò

ò

ò

ò

ò

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a


４、考察及び結論

課題１

各種温度計、温度測定法の特徴をまとめる

1、 気体温度計

理想気体を用いる。

定義定点の研究、温度の定義づけや目盛付けに利用される。

2、 液体膨張温度計

液体（水銀、アルコール）を用いる。

熱膨張を利用して温度を測定する。

体温計や気温計に使われる。

3、 熱電対

固体（金属）を用いる。

熱起電力を利用して温度を測定する。

約-270℃～約1370℃と広範にわたっての測定が可能。

4、 電気抵抗温度計

固体（金属、サーミスタ）を利用。

抵抗を利用して温度を測定する。

5、 ふく射温度計

物体が放つふく射を利用して温度を測定。

非接触で温度を測定することが可能。

課題１－ａ

ペットボトル気体温度計の測定原理。

ペットボトル内に封入された気体の膨張を利用して温度を測定する。

圧力一定のもとで温度変化による気体の膨張が線形であることを利用する。

ペットボトル内の気体が膨張するとチューブ内の液体が押し出される、その液体の最上部の位置によって温度を設定し、測定する。

課題２


[image: image10.emf]表１：クロメル－アルメル熱電対で測定した起電力及び温度

起電力（mV） 温度（℃）

指 1.305 32.5

室温 1.03 25.7

湯 2.49 61.3

氷 -0.006 -0.2

液体窒素 -5.796 -194

ライターの炎 51 1260


課題３
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課題４

表６と熱電対によって測定した熱起電力から求めた温度を表１に記す。

ここでは１０℃おきに線形近似を施した。

課題４－ａ

モータープロペラが回った理由

熱電対の応用で、熱起電力を利用してモーターを回転させる。

プラス側、マイナス側の温度差が生じれば電圧差が生じ、それによってモーターが回転する。

課題４－ａ－１

工場などで高熱を発生するような作業では換気の必要も出てくるので、発熱を利用してファンを回し換気する。

課題５

T君が結線した熱電対の電圧計で測られる電位差を
[image: image3.wmf]Q
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、金属M試験片の温度をｘ、正しい回路の熱電対によって得られるはずの電位差を
[image: image4.wmf]Q

とすると
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例えば、
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が28.321ｍVとすると
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したがって、試験片の温度
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となる。
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